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公的統計の集計単位は都道府県や政令市に留まる場合が
多いため、悉皆調査である国勢調査の個票情報の二次利用に
より市区町別に再集計を行った。
大都市圏への転出超過は20～30代の単身者による移動が多

く、就業との関係性が強い。
一方、世帯単位での移動に着目すると、子育て世帯について

は転入が勝ることから、子育て支援や大阪圏への近さを活かし
た、兵庫県への移住・定住施策の強化が望まれる。

兵庫県では大都市圏である東京・大阪圏への転出超過が
課題となっており、その対応施策の検討が必要となっている。
そこで、県内外の移動者をターゲットとして、転入および転

出に関する要因を各種統計データを用いて分析したい。
また、兵庫県は日本の縮図とも呼ばれるほど多様な地域で

構成されることから、市区町単位で分析することが要望されて
いる。


